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平成27年度 一般会計移行3年目を迎えて

所長 加藤 重義

森林生態系保全センターは全国で７つのセンターが設置されています。日本の世界自然遺産（屋久島・白神

山地・小笠原諸島・知床）地域以外では、西表島と当朝日山地となっており、面積は約７万ha（関東局管内含

む）で、全国３０箇所の森林生態系保護地域のうち４番目の広さを誇っております。

当センターでは、広大な朝日山地を管理するため、当該地域に関係の深い有識者、自然保護団体及び関係行

政機関の皆様からご協力いただき、常設の管理委員会を組織し、膨大なブナ林等の

原生的な自然の保全管理に取り組んでおります。

また、庄内地域を中心とした行政機関及び各種ボランティア団体等との連携を図

り、森林の公益的機能や森林生態系の大切さ、更には森林資源の循環利用などの普

及啓発活動に職員一同取り組んで参ります。

※今年の山形県内はブナの実が豊作のようです。
新緑のブナの雄花

スノーモービル乗入れ状況合同調査

月山山麓周辺へのスノーモービル乗入れについては、平成15年頃に台数が大幅に増加し、それに伴い、磐梯朝

日国立公園及び朝日山地森林生態系保護地域内における動植物（特に猛禽類）への影響が懸念され、平成20年よ

り継続して関係行政機関（環境省）と連携して調査を実施しています。毎年平均で約200台の乗入れがあり、走行

コースの逸脱や、トラックベルトによる樹木への損傷が無いか等を踏査により確認しています。

今回は、スノーモービルの乗入れが週末及び祝日に多いことから、平成27年4月29日（祝）に、環境省羽黒自然

保護官及び補佐、山形森林管理署髙野署長ほか2名、東北森林管理局3名、当セ

ンター5名の計13名で、月山第一トンネルコース及び志津温泉コースに分かれて

合同パトロールを実施しました。残念ながらスノーモービラーと接触ができま

、 、 、 （ ）せんでしたが ①樹木の損傷 ②コースの逸脱 ③飛翔する猛禽類 クマタカ？

の確認があり、現地において情報を共有できたことは、大変有意義でした。

今後も、マナー遵守に努めていただくようスノーモービル愛好者関係団体へ

注意喚起を行っていきたいと思います。 全員で異常の有無を確認
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みどりの保育園森林環境教育

酒田市の西荒瀬保育園は、保育園に隣接するクロマツ林を庄内森林管理

署と「遊々の森（愛称：しんちゃんの森 」の協定を締結し、しんちゃん）

の森をフィールドに、山形県みどり環境税を活用した「みどりの保育園」

推進事業に取り組んでおり、当センターも事業開始当初から協力して森林

環境教育を行っています。

今年度においても、年長組園児32名を対象に、保護者との森林整備や園

児との森林環境教育事業を計画、既に3回（森林整備、きのこの駒打ち、

クロマツ探検隊Ⅰ）を順調に実施済みです。

今後も、クロマツ林整備に係る関係団体のみなさんと協力しながら、園

児への森林環境教育を実施していきます。駒打ち済みのホダ木をみんなで運びました

よろしくお願いします

自然再生指導官：阿部 進 一般職員：小嶋 晃穂

4月1日付けで置賜森林管理署か 4月1日付けで新規採用となりま

ら異動となりました。 した。東北地方は初めてですが

登山や高山植物等に関する知 こちらに来て森林生態系の豊か

識は極めて乏しいのですが朝日 さに感動し、美味しい食べ物や

の山々にほどよくとけ込みなが 人情に触れ、すぐにこの土地が

ら 「自然塾」を通じて森林環 大好きになりました。地域のか、

境の大切さを自分の言葉で伝えて けがえのない自然を守るため、業

いければと思っています。よろし 務に励んで行きたいと考えておりま

。 。くお願いします。 す どうぞよろしくお願い申し上げます

朝日自然塾森林環境教育

平成18年度、朝日山地周辺をフィールドとし

て実践する体験型森林環境教育「朝日自然塾」

が、関係団体との協定締結により開始され、今

年度で10年目となります。

これまで参加いただいた方は、1,066名にのぼり、自然環境へ

の関心の高さがうかがえます。

今後も、より多くの方々に朝日森林生態系保護地域及びその

周辺地域において、小中学生の親子及び関心を持つ一般者等を

対象に、貴重な自然や森林の恩恵、自然の働きを体感し、自然

。とのつきあい方を学ぶ体験型森林環境教育を実施していきます

今年度は下記のプログラムを予定しております。

親子で力をあわせて釣りに集中！（イワナ釣り）

プ　ロ　グ　ラ　ム　名 日　　　　時 場　　　　所 募集等人数 保険料等 主　な　内　容
森のふしぎ体験　新緑のブナ林散策 平成27年5月30日（土） 小国町白布平 小中学生の親子20人 400円 山菜探し、マタギの話ほか
カッチャバ湿原で日本一小さいハッチョウトンボ観察平成27年6月27日（土） 西川町大井沢 小中学生の親子20人 学生500円、大人600円 昆虫採集、昆虫博士の話ほか
伝説のタキタロウが棲む大鳥池に行ってみよう 平成27年7月10日（金） 鶴岡市大鳥池 あさひ小学校5年生 山歩きのルールとマナーの話ほか
プロが教えるイワナ釣り　人気ナンバーワン 平成27年7月18日（土） 鶴岡市東大鳥川 小中学生の親子30人 学生520円、大人640円 イワナ釣り、さばき方、ルールの話ほか
期間限定！残雪を楽しむ　かんじきトレッキング 平成28年3月12日（土） 西川町大井沢 小中学生の親子20人 学生500円、大人600円 かんじきの履き方、メイプルシロップ作りほか


